
家蚕の吐糸機構に関する研究（II）

絹糸腺重，吐糸管の形態と吐糸繊維の形態との関係に就て
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Kiyoharu OGIWARA AND Bun-ichiro INAGAKI: STUDIES ON THE SPINNING MECHANISM 

OF SILKWORM (II) ON THE RELATION BETWEEN THE SHAPE AND SIZE OF COCOON 

FIBER WITH THE SHAPE OF SPINNERET AND WEIGHT OF THE SILK-GLAND

　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　　　　胃

　隷璽の絹物質の分泌に関しては従来幾多の研究がある。然し吐糸機構に就ての研究は少賑い．珊浦

氏q）は繭糸の太さは腺内絹物質の：壁の多少，吐糸口の大きさ及吐糸遡1度に影響されると述べ，筆者の

一・lCt）ほ繭糸の太さは絹糸腺の大きさ及吐糸管の大き、ざに影響され，吐糸繊維の形態は吐糸孔滋の形

に影響を受けることな報告した6即ち繭糸の膨態及構造と吐糸管の形態及構麗とは轡接な関｛系のある

ことが推定される。就中管孔に．於ける圧糸部附近a）形態及構藩が軍要でiもるo吐糸管の構叢に國して

はBLANC氏（1891），SNOT）GRAss氏㈹，「［仲氏（’覧）及金沢氏’n）等の研究が：V，り、卿調職既㈹荻原（7）

等の詳細な報告がある。既の様に吐糸管の構三癬叡繭織維形成の研究に暴本的解決鴇ゴあたえるものと聴

えられるに拘らず爾幾多の未知の聞鵬が残されている。著齎等はこの様な吐糸管の（特にJiE糸部）

　　　　　　の形態及大きさ，絹糸腺璽と吐糸繍1｛毛の形態及大きさとの圏係に就て輿験な行い翠汗の紬果な得たので

報告する。本研究の一一部分は薯者の一入稻垣が昭和26年度科単敏育研究察制度により償州ブ・学繊維学

部製糸原科学研究i韮に於て行つたものである⑰此処に関係昏方面各位に感謝の意を衷する，

　　　　　　　　　　　　　　　実験材料並に方法
　著者の一入荻原が吐糸機椿の研究及ラウジネスの研究に使用した昭和25年度本学部産春繭の欽の11

品種を選び一粒繰を行つて得泥繭糸を用いた。繭暦は外，中，内暦に区別し繭糸優が品種によつて異

なるので各品種毎の外，中，内厨の糸長が略等しくなる様に鼠別したo此の各区から荻原（S）の繊維切

片作製法を用い、て厚さ5～10μの横断切片酢り・顯微鏡を用いて描写ewに依｝）　l　mm方眼紙上に転写

して形状（長径及短樫）及断面積を測定した一n描写後の倍牽｝濾000倍である。谷区毎に繭糸10本宛測

定し李均値を求めだa次に吐糸管は圧糸部の下部キチン極膨大部附近の横断面の形状及管孔の断颪覆

を測定した。切片は厚さ20μとし各品種共5頭宛を用い其の耶均値を求めたo

　　　　　　　　　　　　　　　　実　験結果及　考察
　　　　　　　，　
　（i、吐糸管の大きさ
　　　　1　繭糸の形態的決定が行われる部分は火14圧糸部であるから此の部分のうちの下部キチン板の膨大部

の略中央の管孔セと就r（測遣しだ。第一衷に其の結果を示す。（但し試料はCarnoy／s液で固定した）

　生体内に於て吐糸読行中の圧糸部の大きさに就ては荻原が既に推定した（日木蚕糸学雑誌寄稿中）

様に大体管孔のLEi縁を第醐に（横断面に於て慮線懸1こ）する迄拡大されると瀞えられるので蚕が固定

化された揚合に起るBの変化はAの変化より遙かに大きい筈である。第一表の様に牧縮後の圧糸部り

形態脇御こよ？て大ぎ譲埼の樋こ，と抑つた・

＊　信州大学繊維学部製糸原料学研究籔

欝警瑚購宰西尾輿業高尊学校
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第一・裏　圧糸蔀の大き窩

　　品　糊　名

　轡　　　　白
　三　　眠　　蚕

　欧　　1　　6

　支　　1　6
　象璽×桑ii民
　　テ　グ　ス　蚕
虚

　寅17ラ少区
　皮17ラ多区
　支’　　　4

　欧　　1　8
　　日　1　12

　　4　　　均

．＿一＿＿．囲．1”’（B　×100A）％

56．e　17・・

36・2」　1・8
76．8

40．0

56，0

「」9，　0

5L2
64．0

48。0

52．8

36，8

52．5

4．8

5．．9

5．9

5。4

4．8

5，4

4。8

3．6

5．4

5．O

14

5

6
備滲

15　　翻嬢径姻働款姻の揃り
11

9

9　　　　　　　　　．〈＿
8

10　　　　　　　　　　，＿瓢
7　　　　　　　　　　　　　　．謹．、
　　　　　　　　　　　　　m　ξ15

10

（ii）繭糸の形態及大きさ

繭糸の太さ及形態を測定した結果を第2表に示す。

　第二喪　繭糸の形態及大きさ

品秘名

脊　　白

繭履
轡駁立

副民劃
　　　　1鞠

外

中

内

耶均

外

・中

1内

　　　　1外

　　　　　申
欧　　16　　　　　内

　　　　匹均

支　　16

家蚕×桑蚕

外

申

内

亭均

外

中

内

平均

艮後（Aノ）

　　　μ
　29．9

　30、1

　29．1

　29．4

27．0

26。8

26．4

26．7

短1孝…（．B’）

　　　μ
　13。O

　H．3
　　8．2

　10．8

比難脚晩両囲繭糸繊
44

38

28

37

％

　　　1
273．4　　　1　　　　　3．1

180．0　　　　　　1．6

257．0　　　　　 2．6

317．納　，．ld

・・i　28　16…「2，・
10．4

10．9

9．6

30。9　　　　1i，0

3LO　　　lO，2

25．1　　　6．6

29．0 ・9．3

39

41

36

1 36

33

26

32

　205．1　　　1　　　　　i2．3

　219、41　23
　　　　1　　　　　　g
　　　　l
」斐う二9」＿，2・2

　　　　ヒ　　　　　’

1・・／d．

　　「

102，5

88．5

112．5

98，8

90．　0

89．5

c）5，　5

88．9

ラウジネスの1，1，　趨
P

無v・

31．3

26．4

26。4

28．0

29．1

26。4

24，4

26．6

11．5

10．8

9．1

10．5

10。8

10．6

8．4

9．9

37

41

34

38

37

4）

34

37

償かある

248．・5　2．6rgS．81
　　　　　　　　　　　　　」230，4　　　　　　　2，5　　　　　　　92，0

脚1：；段：脚ない
258．7

224．1

173．4

219．　0

236．8

219．　O

I73．0

210．　O

2．5

2，25

1．6

2．1

2。75

2，5

1．8

2．4

103．0

99．　5、

108．0

103．3

無い

86。3

87，5

96．8

87。7

無い
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晶種名

テグxi醍

iSt　17ラ少区

繭廟

量位

外

中

内

李均

・径・・）i擁…）1・，（B’フ▽X100）

32．6

31．7

26，9

30．4

12．6

1！．6

6．4

10．2

　　　　　　　　　　　1

平均136・8iIL81　32

外140，4　14．6
　ア　

中137・4　12・1
1メヨ　1　　　32，7　　　　　　　8，7

刻7・多劇

39

37

24

34

36

32

27

外

1中

内

1平均

28．6

29．2

22，9

26．9

9．9

8，3

6。2

8．1

1断醐瞬徽L塑．⊥羨瞥強
　　　　　　　　　　　　　翻1

　　　　　　　　　　　　　93．5　　 4薫レ、

　　　　　　　　　　　　　94，2

324，0

272，4

140．0

245，0

437．6

340，9

20う．9

328．0

　　　　　外　　33，3

　　　　　中　　　30，7
支　　　4　内　　29，2

　　　　　1鞠　3皇・1

欧　　1　8

外

中

内

平均

　　　　　1　　　　　外

　　　　　中
日　　1！2
　　　　　内

　　　　　平均

　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　　　35　　　　215，4

1　28118°・4
　　　　　i

13．3

1L，6

9．0

11．3

28．8　　　　　　to．8

28，6　　　　　　10，2

25，0　　　　8，8

27，5　　　　9．9

31，5

31，9

30．1

31。2

！2．0

12，1

10，6

1L6

　　　27

1　層30
L．＿．一

40

38

31

36

38

36

35

36

38

38

35

37

105，6

167，0

3d5．9

264．8

218，0

276．0

25！．1

229．8

！71．3

217，0

294，3

289、3

243．1

276，0

3．3

2．7

1，5

2，5

4．5

3．O

l，75

3，1

…。

i認1盤かにある

105．3

2。6182．う1
2・1　　」　　　　86，0　　　i

1．4i　75．oi極めて飾

2・0　1　83・4　1

3，4

2．5

1．75

2，6

2．6

2，2

1．5

2．1

3，3

3，2

2，75

3，1

101，3

Le．5．0

125，0

105．2

96，う

1040．

114，3

103．1

．　89，う

　90．5

　88．　8

　89．2

平　酬　　1　【・判237・・1…5｝・・．・

糟多い

棲｛めて多い

精多い

備考　（i）　繊椎の長径及短径は獣の通り

　　　（ii）ラ妙ネ・は1粒舗糸を0・5ク6㈱セ噺鰍で4り就2購㈱練して得たもの｝。拠60倍

　　　　　　で槻察したo

此蕨・・見・様・・A・，B畷・…及・・／・騨均働・於て瞭原・1・力鞭・たもの・略、等し、、系書

果を得た。然し各品種毎の値は異なり』且大きな変符がある。1d当りの断面積の小さいものは密度大

きく・大きいものは密度が小さい・此の密度の相異は腺内液歌絹の熟五⑫相異と繊維形成に当つての

吐糸速度及牽引倍数の相異Vこよつて起る圃化時の絹の牧縮率の相異によること糊働かである。次に

第壊と第2表とから嚇管ρ面御：吐糸雛の太零に上綱するか姻べて見よう。繭reの部位によ
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つて太さ撰にしているので繭聯のう・囎吼の広さ畷も密励関襯∫もつの贈孔が脚・広く拡

けられた揚創こ通過する繊維の太さ一6＋あるから，第籔から各品種の繍1の最太蔀と第一炎の蹄部

り広さとを比較したo其の結果ば次の通りであるo　　　　　　　、　　　　、　　1

　　第閣3衷吐糸繊維の形態とEE糸部の形態との関係

晶　　種

脊　　　白

s＝．眠　ii建

欧　　1　6

支　　！6
家i蛋×桑蟄

テグス蚕
支17ラ少区

実17ラ多区

支　　　4

欧　　1　8

口　　ll2

平　　均

＿．」i生＿＿差＿，迷璽＿．一．維＿一，

照…）1鱒B・）畷・1…

29．9・レ3．・・

27．0　　　　7．6

31．O　l　　lO・2

3L3　i　　ll．5

　　　29，1　i　　】0．8

32，6　　1　　　！2．6

　　　40、4　1　　14．6

128，6　　1　　　　9，9

33，3　［　13，3

28，8　　i　　　10，8

　　　31，rp　　1　　　12，0

31．2　」　　11．5
　　　1

44％
28

33

圧　　　糸　　　蔀　　　　　1
畏径（・・1矧・・B）

56．0μ

36．2

76，8

37　1　40，0
　　1
37　　1　56．0
3酬　・9・。

36　iう1・2
35　　1　　64，0

40　　、　48。0

38　　1　52，S

38　136．8
・，　1・2．・

7，8μ

1．8

4，8

5。9

5．9

5，4

4．8

5，4

4，8

3，6

5．4

　B比（A×10〔1）

且4％，

5　　　以上の結果から黒糸

6　　部と吐糸繊維の形態と
1’」

@　が（直徳比13／Aで示す）
11

　　　略玉ZF行的に変化馬して
　

9　　いることが認められた0

8　　此の衷に．於て醐’底郷比

10　　の憂化が完傘に．一激し

7　ない，1轍のあるの1，1・llrヒ

15

D御形態搬齢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う・°一』＿御癌して騰音llの

形態の外吐糸管（1・・のオ1髄，・液状絹〈’・・〉の質麟劇畳三等が蟻げられるためである。第一・図は全1樵に見

た圧糸部の直径比と吐糸繊維との関係を示したものである。　　　　　　　　　　　F　’

　　第一図　繊維と圧糸部の蔵径比関　1

　　　　　　　　　　　　　外1

　落　　　　　　　挿・　　畢
　18　　　　　　　副・
　　　　　　　　　　　　　・冒

　14　　　　　　　　　　　　　e　　　　以上め結果に見られる様に吐糸される繊維の太き（疑

歳　　　　　　　　巾）は圧綿の形態漱きさと密｝魏園勲ある・とが
糸｛2　i一　　　　　　　　　　　　　　　　認められた。…欠に生体内にある毘糸部は吐糸を行うに当
部
の　　　　　　　　　　　　㊤　　　　　つて如何なる形態的変化を行うかを塘えて見る。轡人は

覆1。　　　　・K　吐紬繍してい証紬1の熔さ樋接測る・と醐
比

8

6

4

2

　　　　　　　゜・測　　来ないが，既に画定冒こ蚕に就ては測ることが出来る。

　　　　　　　“値　　従つて蚕雄隣後圧糸部の牧縮nk態を知ることが珪侠れ

　　　　　　　　゜・　　　　　ば生休管孔内を液状絹が通過する疇に拡げられる圧糸孔

　　　　　　　　　　　　　　の大きさを推知することが幽来る。荻原｛・T’1）が研究した

　　　　　゜　　　　所によれば吐糸された液う！欄ゐミ永分を放散して形灘に

　　　／　　　　　　　　　安定化すると（繊維化したものに就て）i牽引條件により

／〆ト　　孝繧謙鍍麟劣姦繁膿灘蓉灘
　／〆　　　　　　　　　　　　　液｝伏絹は略玉管孔内に充満して通過すると湾えて固定炭

。’一w一方「弥一方一「訂畷班細甑噺醐姻査u把綿の牧榊妹
　　　　繊維の直径kk→％　　　　．　めて見ると次の通りである。
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第四表吐糸繊維の最太部の太さ、圧糸部の臨磯及牧縮＊

蚕品獺名

膏　　　白

三　眠　蚕

歌　　16
寅　　1　6

家蚕×桑蚕

テグス蚕
St　17ラ少区

亥17ラ多区

交　　　4

欧　　1　8

日　　II2

平　　均

吐糸繊維断

面積（C）

　　　μ2
　　318

　　219

　　249
．　　259

　　237

　　324

　　438

　　21S

　　346

　　251

　　294

286

＿＿．量．＿丞＿龍」鑑』＿塾「／／L＿＿一、　　　　　Dノ　　　　　此の表に見る襟

液1伏徽鰍（D）1齪働断醐（D・）1撒収欝（b×10°）存。圧紬1の　嫡騨，

　C
O．　284　＝HD

　1120　Xl　L’

　772

　877

　912

　835
　1140

　1541

7う7

1220

885

1035

1009

528

147

405

369

344

370

434

402

251

356

391

363

t22
　　　　　　は繊維の牧縮率2

欄％ @躍％に対してap
I9．1　　　　均36．9％で其の差

4う・7　　　　　｝よ8％を示した0

40’5@　　　・従つて圃建後の管
41，2
　　　　　　孔内には内部の繊
32．4

28，1　　　　維との間に塞隙を

53，2　　　　生ずる。其の原因

20’6　　　　は蕉糸孔壁及蕉糸

40・2　　rキヂン板の蓮動を
37・8 @　　　　　　　　く）カ、さ　どる’iYJd‘dl・j筋

36�X、、＿．の作用測・止する

ためで，共のためには此の部分の上下両壁は内部の織癬髭質の牧縮に健つて牧絹iする03ζ蕉糸都管孔の

放縮と繊維の牧縮が蚕品種によつて相異しているのは興等の液歌絹の水舟　　（液欣絹の濃度）織維の

ミセ，レ配列性の相異に起因するafi）。圧糸郁の広さの変化に対して，吐糸部及共通部の管孔の広さの変

化は極めて少ないo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　（iii）絹糸腺璽・管孔の大きさ（庄糸郡）及繊維の太さとの関係

　各品種勧こ熱蚕期に於ける絹糸腺を抽禺し腺重，水分，乾物量，フイブロイン及セリシン物質の含

有割合を求め，更に前出表の結果から圧糸部の広さ，形，繊維の最太部の太さ及ラウジネス等の間の

関係を求めて次の結果を得た。

　　策蕉表絹糸腺鼠圧糸孔の広さ及繊tSli・）太さとの関係　　　　　　　　　　　　・

誉曇1贔一一璽騰野塵睡1£塑・療麟，鍛鋼蠣撃鋼・葡・・

五

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

青　　　白

　3　眠　蚕

欧　16　暑

支　16　9

家蚕×桑蚕

テグス蚕
Wt　17暦ラ少区

支17号ラ多底

亥　4　撃

欧　18　暑

目112暑

　　9
0．7419

1．076

正．058

0．　888

1．019

！．168

1．732

1，232

0，9402

1．187

0953

　％
74．8

72．2

74．4

74。3

74．う

72．う

74，0

76．8

73．2

74．4

74．2

　％1　％
25。21　58．4
　　ド27．81　6玉．6

25．6レ59．・5

25．7i　58．6

　　　
25．5…　59．8

27，51　59．8
　　　
26．01　61．3

23．2i　63。3

26．7i　61．0・

25．6i　57β

　　　25．8i　う8．2

　％
41．6

38，4

40．5

41A

40，2

40，2

39．　0

36．7

39，0

42，2

引，8

　μ2
1120

772

877

912

835

1140

1541

757

1220

885

1035

1，511』．1’

0，71引2，19

IO・828

！．025

0．8！9

0。983

0，890

0．614

1．295

0，749

1．085

2．49

2．59

2，37

3．24

2．38

2．E5

3．46

2．51

2，94

4．29

2，015

2．355

2，920

2，33

2．79

1．375

1，745

3．680

2．125

3．090

b7，ウジ争ス癬

無　　い

僅かある

癒めて少），：卵

無　　い

無　　い

i無　　い

僅かある

極めて多い

糟多い　　　　　，

趣めて多い

霜多い

備考1 E…ヴイブpd・乾鑑Sre・一セリシン鞭

　　Pa…澗舩のer孔の傑嬉にして収縮鞭輔して算肌燃㈱（吐鞭行齢）管孔
　　　　　　の広さ

此の様にSw・水分aSt　Pa・dm・Pa／Sw及dm／Sw等を測壷して見ると其等の間1こ存する関連性は、
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区々である。即ち図示すると第5図の通りである

　　第二図　晶程1別Sw，　Pa，　Pa／Sw，　d凪／Sw及ラウジir・xとの関係　　　　　　　　　　　」
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　第2図によつて明かな様に吐糸繊維の太さは腺露（Sw）よりも管孔（Pa）の広さに大きく支配さ

れている。：（注…腺重は蚕体の大きさと密接な関係がある）又Pa／Swが小さいことほ繊維の太さが細

くなると同隠に液撒絹が圧糸部逸過に際して側面から張く圧遮を受けるために張い摺動摩擦を受け液

撒絹は大きく引仲ばされ其のためにミセル配列は良化する。第2図に於て品種毎のラウジネスの発現

性の相異観るとP・／Swの値の・」・さい区に於て瀦にラウ琳スを現わしており・以上の搾の正

しいことが明かである，即ちラウジネ鳩ある3懸波工79ラ多区・欧工8騰の繊維は例外なく上

の推定VC　一一致している。其のうち支17号は本学部山口氏によつて数代に亘つてランジネスの系統陶汰

を行われたもので向一品種内に於て以上の様に顯著な相異を示していることは今後の此の方面の研究

に多大の示唆をあたえるものと薦えるn

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　　　　要

　以上の実験を饗約すると次の様になる。
ユ．吐糸灘刎d当り磯断面灘融セ・より差があり・“・・K105・　3／“’，聯IH83・4μ’鞠95・5μ“を

撃乱纈維の牧撫圧糸部の辮・輔齢く原形の・・伽嫌示す・軌て儲

は㈱ユ％の牧縮を示しtC　a
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3・吐糸繊維の断’醐と圧糸部管孔の断鰍との間には略騨行的の闘係が認められる。

4・聯の蛾に当り其の形態及大きさを決定する第議的畑子は圧細1の広さ及形態であり，

第蟻的姻子としては灘糸購腺内凪．醐1速度及液タ1欄の熟度等があげられる。

　　5．　Pa／Sw，　dm／Sw及圧糸孔の広さ．とラウジネxの発現性との間には齋接な闘係が認められ，今

後此の方面の研究の上に興味ある示唆をあたえる。　（27．C；）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　，用、．　交　　献

　　t’蔦浦英太郎（1922）“蚕諮輪，’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
　　2・荻原　　滴瀕（1938）餐糸学雄認VOL，10，　No。3，

　　3．　SNoDGRABs，　R。　Eり　（1935）‘‘Pr三nciple（》f　Insect　AMorphelogY’，

　　4二　田r｛定　．磯麿　（1938）　‘‘蚕俸∫璽華音唖学簡醒i「蔭毛，，’

；う・金沢　勇（1933）蚕糸学雑誌VOL，6，　N。・2，　　　、　　．　　　　、
　　6．中島　　茂（1941）営1晦高麗i豪ヨ貯報岱12，

　　，7，荻原　　清湘（1941）　口黍蟹糸学奉1霞誌VoL．12，No．4，

，．
A8，荻原　清治（1936）璽糸界戦VOL，　4「p　，　No，　f，29，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

？・撫灘（」938唾縛雑elSl・V・L・．11．，　Ng．2，　　　　　‘

1°・棘瀦（1912）酬大一￥paes．N…2識縛編・ri・s　B，　　　　　　．
　IL　9　同じ　　　　　　　　　1．
　12・荻原　　諄射治　（195り　日本蚕糸学維誌嵜稿1・；

’畳3・荻原融（’1936）日綴縛勇を1朧ヤOL．7，　N。、3，

　　　　　同　　　　　（1943）蚕糸学雑講VOL．14，　No．3，

”ltl・獺灘（1952）借州大学紀要N⑪．2，繊鮮郎S・・i・tl・Bs

　15・薯ξ鰭｛　清学喰（14）に岡じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，Sulumary

Thi…p・・t・d・・1・with　the　w・it・・s’・…arch・n　th・・el・ti・n・f・tl・e・h・p。　and、i，。。f・．the

・・・…fib・・t・th・・hape　and　th・width・C　the・pinn・・et・and’t・．　th。　w軸t（。，　v。lum。）。f

th・silk－gl・nd・F・・m　th・ab・v・exlreriments、　th・y　g・t・the　f・11。win驚results．…

エ・Th・width・f・PP・essi・・p・・t・f・pinn・ret　ha・a。1。，。，。1。ti。n　with　th。、s。，ti。。、1』
＝Cea

・fth・…。・n　fib・…nd・a1・・th・y・b…〉・d　a・pa・a11・1・・1・ti・・i・the　cl、a。g。s。f　b。th　th。

Sizes．

2・Th・fact・rs　t。　d・t・rmin・th・・hape’　ahd　si・・in　th・・4．s・・f　f・セmati。n。f。。。。。。　fib。r

a「e…th・first・ssenti・1　f・・t・・s・the・hap・a・d　th・width・f・PP・・ssi・・parti　in　th。，pi。．

ne「et・anCl　a「e・as　the　sec°・d・・y　f・・鴫the　w・i・ht・f　liq・id・ilk・．the・PP・essi・・iゆ・

silk曜91・nd・・the・t・et・hi・g・・1・city・・d・ati・i・the　ca…f・9・9・n　sbthnitigl・・d　th晦・t・・i。g

d・g・eeりf　th・iiquid　silk　in　th・・ilk－gland．

3・The・e1・ti…fth・b・igi・・ti・・6f　1・u・i・…with歪・／sw，　dM／＄W。。d・with・th。，i。e

°f．P「・・si・9・tub・i・th・・pi・・er・t童・Cl・・e，．・・d　the　ab・yp・fa・t　gi…a’V・・y　imp・rt・・t・・99．

esti°n°n　．th・’・…a・ch・f　th・f・・m・ゆ。f　th・1…i・。ss；

　　（L・b・・at・ry・f鳴・e・Fil・t…M・t・・i・1・ρf　tll・F・・ul・y．・f　T・xti1・’a。d　S。，i，。1・。，e，

　　　　　Shinshu　University．　Ueda，　Japan）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1


